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＜連絡事項＞

· 本日、青木紀子様の退院時療養検討会あり。（参加者：飯野SGM）
· 本日、17：30～院内研修あり。

＜ナイトケアケア事例検討＞

関　秀治様（32）男性　主病名：統合失調症

利用開始日：平成19年9月4日（2年3ヶ月）

治療計画　：①就労で感じた不安や悩みを相談できる環境を提供する。

　　　　　　②通所利用で趣味活動や他者との交流を通じて気分転換ができる環境を提供する。

検討内容　：治療計画の評価・見直し

評価
1 について

· 自分から相談することは少ないが、面談時スタッフが不安や悩み等があるか質問する事で答える事は出来ている。

· 面談時「対人関係で考えたりします。１日に１回くらいカーッとなることがあります。自分のふがいなさに嘆くことがありますが、同じ事で失敗することはありません」等とスタッフに話されている。

· 体調不良時、「喉の痛みがあるんですがどうすれば良いですか」と電話にてスタッフに相談する事出来ている。

2 について

· 「グループホームに居ると独りで音楽を聴いたりしているんですが、ナイトケアに来ると皆で麻雀をしたりして過ごせるので良いです」と話されている。

○その他

· ナイトケアに来る際、虫に食われて穴が開いている服を着用している。以前より、本人へ穴が開いている服装をナイトケア来所時に着用しない方が良い事を伝えているが、改善出来ていない。外出する時は、きちんと穴の開いていない服を着用している様子。

⇒ナイトケアは、自宅と同じく、相談出来る場やリラックスする場として捉えているとも考えられ、そのような役割として利用しているのであれば、無理に服装について指摘する必要はない。

⇒服の保存方法（どうすれば虫に服を食われないか）等伝えていく。

検討結果
· 治療計画①は就労面だけの不安や悩みだけを相談するのではなく、生活全般的に相談できるよう「不安や悩みを相談できる環境を提供する」に変更。

· 治療計画②は継続。

＜業務改善＞

○プログラム検討

· 来月、枠組みの見直しとグループ分けを行っていく。

○書式検討

· カルテ書式稟議書提出中。

○環境整備

· 2階作業指導室の戸棚を整理していく。

· 整理にダンボールを使用する為、スタッフはスーパー等でダンボールを見つけたら持って来ること。

· 節電のため、トイレの便座の温度は中等度にし、使用していない時は、便座の蓋をしめておくこと。

＜利用者様情報＞

· 森田　清助　様～昨日右手が痺れるため、デイケアを欠席していたが、本日も欠席している。内科

受診し、頭部と循環器系の検査を行ったが異常はなかったとのこと。２～３日様子をみて症状が改善されない場合は再度検査を行う予定とのこと。

· 繁名　和恵　様～乳癌検診後、胸が痛いからデイケアを休みたいが、それだけでは欠席出来ない為、

幻聴を理由にデイケアを欠席したことが以前あった。スタッフより１人暮らし

を続けるには我慢出来る幻聴を理由にデイケアを欠席しないよう説明していた

が、本日、寒いから帰りたいと訴えあり。寒いだけでは帰れない事を説明する

と、スタッフをかえ、幻聴で声が出ないから帰りたいと訴えられる。

· 田向　玲美　様～体重91.5kg。最近の食事状態を確認すると日に４食摂取したり間食量が多かっ

たりしている為、食事は１日３食にし、間食は少なくするよう説明している。

特定メンバーに挨拶したが、顔を見ずに挨拶を返されたと話す為、スタッフよ

り気にしないよう説明している。その後、落ち込んだ様子は見られていない。

· 東山　昇　　様～本人、訪問看護を１週間に１回利用したいと希望されているが、希望理由が曖昧

ではっきりしない様子あり。訪問看護スタッフに時間の空きが無い事や、本人の都合のみで訪問看護等のサービスを調整出来ないことは、以前から本人に対して繰り返し説明しており、訪問看護利用は月1回で継続するよう統一した対応を行っていく。また、時や人によって訴えを変え、スタッフを操作しようとする傾向が見られているため、情報共有をしながら一貫した対応を行っていく。

· 細越　定生　様～自らスタッフへ相談があると話し掛けられる。「昨日の夕方女性３人と男性１人

がコソコソ自分の家の外で話をしていた。多分、隣の郵便局を襲う気かもしれない。夜間、1時頃に起きた時もまだ、起きていたのかと同じ人の声で聞こえた。郵便局ではなく自分を見張っているのかもしれない。この声の人達は１０年前にも聞こえた。その時は夜、郵便局の中に居て目が合ったら消えた」と話す。本人も、実際の出来事であるか幻覚であるか、半信半疑の様子で話される。事件であれば警察に連絡し、自分は巻き込まれないようにすること、今後も声が聞こえるような事があったら教えて欲しいことを説明している。

· 山田　健次　様～本日、デイケア来所している。体重52.2kg（先月比－0.2kg）。生活状況につい

て、１日２食くらいしか摂取しておらず、入浴はずっと行っていないとのこと。お兄様より銭湯に誘われるが、青陽館の入浴料は100円のため、青陽館で入浴すると誘いを断っていたとのこと。天候が良い時は、デイケアへ通所するよう促すと「明日来れそうなら来て、お風呂に入る」と話している。

· 種本　サハ　様～「膝が痛い。どうしても歩けないからデイケア休みたい」と電話連絡あり。しか

し、よこまちストアには歩いて行っているとのこと。スタッフよりグループホ

ームの方と相談し、タクシーで来る方がいるなら一緒にタクシーを利用して来

るよう説明すると、応じられている。

· 島浦　美千男様～11:30他者の角砂糖を摂取している。スタッフが本人へ声を掛けると「なんも食

べていない」と話す。スタッフが、他者の角砂糖を食べている姿をみたことを

伝えると「そうか」と話しながらその場を立ち去っている。

⇒他者の物を盗ることでのトラブル防止や、糖尿病既往ある為、食事管理の必

要性についても説明していく。
＜外来利用者様情報＞

· 平　　康子　様～採血実施。尿検査は異常なし。おまんじゅうを食べたと話す。

· 柳町　信之　様～水道が凍っていたが、溶けて使用できるようになったとのこと。

· 小野寺　文明様～一人暮らしをしようと思っていたが、兄様が自分を嫌っていないとわかったので

一人暮らしはしないとのこと。

· 長瀬　紘一郎様～血圧値が高くなって来ている。

· 船場　幸子　様～眩暈は１ヶ月に１～２回あるとのこと。

· 佐藤　朗子　様～職場で新型インフルエンザ予防接種を行うとのこと。ストレスがあるとのことで　　

薬を希望され、リラナックス５日分処方あり。

· 石黒　信博　様～牧場の仕事の話はまだ来ていないが、親戚が行っているのでやりたいとのこと。

担当医より以前やっていた仕事の為、行っても良い事を説明している。

霊魂が顔に入っていないが左耳に入っている感じがするとのこと。モノミノト

ウ（宗教）の人には霊魂を入れられないと思うと話す。
















